























































































































































































































































































































































































































































































































































　本研究は JSPS 科研費 JP17K04759の助成を受けたものである。
　なお，研究遂行にあたり，各種資料の提供と解説を国立研究大学高等経済学院附
属学校の Анастасия Тулякова博士から，各種翻訳と研究上の助言・示唆をロシ
アでの教員経験をもつ金倉孝子氏から頂いた。深く感謝申し上げる。
引用・注釈
１）折川司「読書量・不読率の改善の陰で低下する中学生読書の質」『言語表現研究』
第35号，2019，pp11-24
２）同上
３）就学前教育を提供しているシュコーラも多い。
４）示されている作家・作品の数が多いので原典の体裁を若干崩して掲載する。
５）越谷和子「時代を超えて読まれる本――洗礼本」『学校読書調査25年－あすの
読書教育を考える－』毎日新聞社，1980，pp10-26
６）ロシア革命後に生まれたものについては「ソヴィエト文学」と呼ぶべきかもし
れないが，小学館『日本国語大辞典』第二版の解説に従い，本論では「ロシア文
45
学」で統一する。
７）ゴーゴリ『外套・鼻』岩波書店，2006，改版第１刷による。作品のボリューム
を感覚的に掴むため，邦訳文庫のページ概数を提示する。以下，10）まで岩波文
庫による。版によってポイント数等の違いがあるため正確な比較はできない。 
８）ガルシン『あかい花　他四編』岩波書店，1988，第46刷による。
９）プーシキン『大尉の娘』岩波書店，1989，第55刷による。
10）魯迅『阿Ｑ正伝・狂人日記 他十二編（吶喊）』岩波書店，1983，第35刷による。
因みに，越谷和子が昭和期の洗礼本の一つとして示した漱石の『坊っちゃん』岩
波書店，1988，第75刷は135ページである。
11）Просвещение 社では，プーシキンの詩作品は７年生において中心的に取り上
げられている。８年生ではプーシキンの小説に軸足を置いており，それは56とい
うＢの設問数からも窺える。
12）長編，中編の別は原典記載のままとしている。リスト内も同じ。
13）1831年にコレラが流行し，病人を強制的に隔離したり，交通を制限したりする
政府に対して，この疫病はわざと医師や官僚が仕掛けたものだという噂が流れ，
各地で武装暴動が起こった。
14）折川司，前掲書，pp21-22
15）折川司，前掲書，p22
16）PISA2015の調査報告は，ロシアの子どもたちの読解力がそれほど優れている
わけではないことを伝えている。例えば，習熟度レベル上位層（５及び６以上）
の割合はそれぞれ5.9と0.8で，OECD 平均の7.2と1.1よりも低い。また平均得点
495も OECD 平均とほぼ同じであり，日本の516と比較してもやや見劣りする。
この主因は他民族国家としての教育的困難さにあると推測される。
参考文献
大澤聡『教養主義のリハビリテーション』筑摩選書，2018
関啓子『多民族社会を生きる～転換期ロシアの人間形成～』新読書社，2002
阿部軍治『ソ連崩壊と文学』彩流社，1998
野中進　他『ロシア文化の方舟』東洋書店，2011
大野斉子『メディアと文学　ゴーゴリが古典になるまで』群像社，2017
立田慶裕『読書教育への招待』東洋館出版社，2010
プーシキン『プガチョーフ叛乱史』現代思潮社，1971
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